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「1950 to 2013」というセクションに東アジアの現代美術作品27作が取り上げられ、
棟方志功、ナム・ジュン・パイクなどと共に、安喜万佐子の絵画が掲載。（P128、129）
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アジア伝統美術コレクションと東アジア現代美術を同時に紹介する展覧会



＜日本語訳＞

　　これは、“Obliterated Ground（消えた土地）” という、安喜万佐子が扱う大きなシリー
　ズのひとつで、このシリーズの多くは、日本の、第二次大戦中に焼失した街を扱ってい
　ます。現在のところ、安喜は、作家として、それぞれの街の名前は公にしない態度を選
　択していますが、しかし、扱われた街は、全て、実在する街であり、作品は、その実在
　の場所に基づいて創られています。

　　例えば、この作品で取り扱われた場所は、大戦中、米軍による空爆後、未使用となっ
　た爆弾を空から捨てる場として設定されたことにより焼失した街ですが、その街の、戦
　後すぐに撮られた航空写真のイメージと、彼女自身が丘の上から見た同じ街の美しい夜
　景の記憶が重ねられることによって生まれました。更に、彼女は、街のアスファルトを
フロッタージュして歩き、そのフロッタージュイメージを作品に重ねていきました。す
なわち、この作品は、３つの違うイメージの層によって出来ています。また、描画に関
しては、西洋・東洋、両方の素材を取り入れることに加え、実際の街の土が、顔料とし
て使用されています。

　　作家の言葉。“…歴史として知り記憶している事と、実際に目の前の風景によって引き
　起こされる実在的な身体感覚が一致する事はありません。描く事によってそれらを拮抗
　させながら、現実という矛盾を体験することを目的に、このシリーズを始めました。”
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